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■調査目的

①ご家族さまが、ペットの健康維持、予防医療についてどのように考えているか、実際にどのような健診を受けさせている

か、ペットの健康管理の意識と実態を把握する。

②Team HOPEや「ペットの健康診断の日」の認知状況を把握する。

③今回は新規に、 新型コロナウイルス感染蔓延の中でのペットとの暮らしの意識や行動の変化を伺う。

上記結果を今後のTeam HOPEの健診啓発活動の参考とする。

■調査対象者条件と対象者数

• 犬、猫のご家族さまで、主にペットの面倒を見たり、健康管理をしている人（全国、20歳以上） 412名（回収ベース）

• 複数飼っている場合は、最年長のペットのご家族とみなす。

•犬のご家族さま 206名 （最年長の犬の年齢7歳未満103ｓ、7歳以上103ｓ）

•猫のご家族さま 206名 （最年長の猫の年齢7歳未満103ｓ、7歳以上103ｓ）

■調査方法：ｗｅｂ調査

■調査期間：2020年12月8日～12月9日
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１．ペットの実態

•犬は、飼っている頭数は「1頭」が8割を超えている。7歳以上のオーナーではこの５年間で複数飼っている人が漸増している。性別は「雄」の

ほうが多い。サイズは、「小型」が5割を超えている。種類で多いのは、「トイプードル、柴犬、チワワ、ミニチュアダックスフンド、」など。順位の入

れ替わりはあるが昨年と同傾向。

•猫は昨年までの4年間「1頭」の割合が増えていたが、今年は2頭以上のオーナーが増えている。性別は雄雌半々。種類では「雑種」が最も

多く、トラ、三毛猫など日本種が多い。外国産で多いのは「アメリカンショートヘアー」「スコティッシュフォールド」等。

２．ペットの健康診断について

•定期的に健康診断を受診させているオーナーは全体で4割。ここ3年は4割前後で推移している。

•定期的受診はしていないが、健診経験ありは4割。

•犬、猫ともペットが若い方が定期健診率が高く、猫より犬の方が定期的受診率が高い。猫7歳以上のオーナーは定期健診率は他より低い

ものの、受診経験ありは5割近く、むしろ他のセルより多い。猫オーナーのコメントには犬オーナーより「ペットが嫌がる」というものが多めであり、

そのようなことが影響しているのかもしれない。

•初めて健康診断を受診したペットの年齢をみると、7歳未満は犬、猫とも0～1歳で受けさせているオーナーが多く、犬は7割、猫では9

割が受診。

•健診をしているｎ数、7歳以上の健診状況からみて健診、定期健診とも、0～1歳に始める人が多いものの、年齢が上がってきて気になり
始めて健診を受けさせるようになるオーナーも多いことがわかる。

•定期健診の頻度は、年1回が半数を超えていが、全体でみると年2回以上受診するオーナーが、この4年間増加している。

•定期健診受診のきっかけは、「動物病院ですすめられて」が圧倒的に多く、4割。

• 7歳以上では、「ペットが歳をとった」ことも多く、特に7歳以上の猫オーナーでは4割と、「動物病院で勧められて」より多い。

• 7歳未満では、犬は「ペットショップのすすめ」、猫は「記事や情報」も2割を超えている。
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•健診内容は、「触診、問診、視診」が8割前後で多く、「聴診」「血液検査」が5割。

• 1回当たりの健診費用は、実際の支払額「1万円未満」が77％。妥当と思う費用は「1万円未満」が88％。

•支払い額「1万円未満」の割合は、年々低下傾向だったが、今回は増加している。

•妥当金額は定期的に受けさせているオーナーも5000円～1万円未満が最も多く、45％、1万円以上は15％。

•現在の健康診断に対する満足割合は65％。昨年まで年々低下傾向だったが、昨年より6ポイント上昇。

•現在の健康診断について、「非常に満足」12％、「やや満足」53％。

•満足の主な理由は、「丁寧、親切」「獣医への信頼感」「説明してくれる」「「健診が健康管理に役立ち、安心できる」など。一方、満足で

きない主な理由は、「料金が高い、価格が妥当かわからない」といった、価格に関するものが多い。ほかに「病気が分かっても治るかわか

らない」などがある。

•価格については、単に「高い」だけでなく、妥当な価格がわからないというニュアンスの意見が多い。

• ペットの健康診断については、「手ごろな価格なら受けさせたい」47％と「お金がかかっても定期的に受けさせたい」が43％で拮抗。

• 「手頃な価格なら受けさせたい」というオーナーは漸増している。

•犬オーナーは猫オーナーより「お金がかかっても」の支持率が高い。

• そのほかでは、「どのような健診内容が有効なのか知りたい」と、情報を求めるオーナーも3割近い。

3．ペットの健康寿命を延ばすことについて

• ペットの健康寿命を延ばすことは「大切（非常に+やや）」と考えるオーナーは85％「どちらともいえない」15％。

• 7歳以上の猫オーナーは「大切」という人がやや少なく78％。大切ではないという人も2％いる。自由回答を見ると、「無理に長生きさせたく

ない」という声も見られた。
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•健康寿命を延ばすために心がけている（非常に+やや）割合が高いのは、「食事管理」89％、「かかりつけ動物病院を作る」88％、

「普段の体調を把握し、異常を早く見つける」83％。

•心がけているトップ3項目は、この4年間、上記3項目で変わらない。

• 「非常に心がけている」だけでみると、「かかりつけの動物病院を持つ」(48％)、「予防接種を受ける」(43％)の2項目が4割を超えている。

• 「予防接種を受ける」を「非常に心がけている」という犬オーナーは５割を超えている。

4．ペットの病気・健康について

•今までに病気を経験したペットは52％。現在、病気であるは24％。主な疾患は、犬猫、年齢によって異なる。

•犬猫とも7歳以上のほうが病気経験率、現在の罹患率ともに高い。犬7歳以上では、68％、猫7歳以上では57％が病気を経験している。

•犬は「皮膚の病気」最も多い。猫は泌尿器の病気が多く、猫7歳以上では「泌尿器の病気」経験が3割。

•ペットの健康や病気について分からないことや不安なことがある人は75％。「長期治療が必要になった場合の経済的負担」が最も多く

32％、次いで「ペットロス」が27％4。

• 「病気の兆候の見つけ方がわからない」「健康管理の方法がわからない」は年々減少しており、情報収集力がついていると推察される。

5．動物病院について

•かかりつけ動物病院あり93％。

•かかりつけ病院ありの割合は、犬、猫とも7歳未満より7歳以上の方が高い。

•動物病院選定時の重視点も最重視点もトップ3は、「自宅から近いこと」「ドクターやスタッフの人柄の良さ」 「診察時の説明がわかりや

すいこと」で、重視割合6割前後、最重視割合2割前後。次いで「気軽に相談に乗ってもらえること。

•重視点上記4点は、時系列でみても変わらず、行きやすさと信頼が重要であることがわかる。
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•動物病院受診時についでに相談したいことは、、「病気や感染症の予防」35％、 「栄養・食事」34％ が拮抗しており、次いで「歯の健

康」29％。

•猫7歳以上のオーナーは、「病気や感染症の予防」、 「栄養・食事」とともに「健康に老いる」が4割を超えている。

•犬7歳未満で、「しつけの方法」も3割と上位。

•犬猫とも7歳未満より7歳以上の方が「健康に老いる」が多く、7歳未満の方が「ストレスと対処法」の割合が多い。

７．新型コロナ禍の影響

・コロナ禍の中でペットとの時間や頻度などが変わったか聞いたところ「ペットと触れ合う時間」「ペットと暮らすことの満足感」が増加した（「増加

した」＋「やや増加した」）という人が4割、「ペットへの愛情」が増加した人も33％。

•犬オーナーは「ペットを連れて人ごみにげかける頻度」「屋外やアウトドアに出かける頻度」が減った人が3割以上るが、特に7歳未満の犬オー

ナーはペットとの散歩頻度や時間」が増加している人が4割いる。日々の家の周りの散歩は増えているが一緒のレジャーができなくなっている

状況が見える。

•今後のペットとの暮らしで不安に思うことを聞いたところ、何らかの不安がある人は7割であり、「治療中、ペットの面倒を見てくれる人が

いるか不安」「ペットが感染するのではないかが不安」という人がそれぞれ約4割いる。

•自由回答からもそのような内容が多くみられている。



「ペットの健康診断の日」
2018年全体

2019年全体

2020年全体

「ロゴマーク」
2018年全体
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「ふれあいエクササイズ動画」
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TeamHOPEのｲﾝｽﾀや Youtube動画
2020年全体

「Team HOPE」
2018年全体

2019年全体

2020年全体
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7．「ペットの健康診断の日」について

•認知率は9％。昨年よりわずかに増加。

•犬猫とも7歳未満オーナーの方が認知率が高く、犬7歳未満オーナーの認知率は17％。

•認知情報源は、 「TV番組」が39％。

８．「Team HOPE」について

•ロゴマークの認知率は昨年まで増加していたが今年はやや減少し10％．

インスタ、Youtube動画視聴は9％。 犬猫とも7歳未満オーナーの方が割合が高い。

・団体認知率11％。

•犬猫とも7歳未満オーナーのほうが割合が高い。特に犬オーナーは21％と2割を超えている。

•健康診断受診病院がTeam HOPE賛同病院と答えた人は6％、

92％は「わからない」と答えている。

• Team HOPE健康診断を受けている人は2％、受けさせたいと思う人は33％。受けさせ

たいと思わないは13％。主な理由は、「高そう」というイメージのほか、「必要ない」「ペットにス

トレス」などの意見がある。

9．ペットに関する情報源

•最も多いのは「動物病院」で5割超、ついで「ペットを飼っている友人・知人」が4割。

•犬オーナーは「動物病院」比率が高く、特に7歳以上オーナーの67％が「動物病院」と答え

ている。
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０．回答者の属性
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ペット年齢は最年長の
ペット。以下同様

■性別 ■年齢

■居住地域

■ 北海道地方 ■ 東北地方 ■ 関東地方 ■ 中部地方

■ 近畿地方 ■ 中国地方 ■ 四国地方 ■ 九州地方
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■飼っている頭数

ｎ= 頭数 2016 2017 2018 2019 2020

犬
オ
ー
ナ
ー

７歳未満 103

１頭 95.1 92.2 90.3 86.4 91.3

２頭 4.9 6.8 7.8 11.7 4.9

３頭以上 0.0 1.0 1.9 2.0 3.9

猫もいる 10.7 8.7 7.8 9.7 6.8

７歳以上 103

１頭 80.6 79.6 78.6 77.7 73.8

２頭 17.5 13.6 14.6 15.5 20.4

３頭以上 1.9 6.8 6.8 6.8 5.8

猫もいる 8.7 8.7 7.8 6.8 3.9

猫
オ
ー
ナ
ー

７歳未満 103

１頭 65.0 71.8 75.7 76.7 56.3

２頭 26.2 19.4 20.4 16.5 33.0

３頭以上 8.7 8.7 3.9 6.8 10.7

犬もいる 16.5 11.7 14.6 13.6 12.6

７歳以上 103

１頭 49.5 53.4 56.3 59.2 53.4

２頭 30.1 24.3 22.3 25.2 25.2

３頭以上 20.4 22.3 21.4 15.5 21.4

犬もいる 8.7 12.6 5.8 6.8 10.7

•飼っている頭数をみると、いずれも「1頭」が最も多く、7歳未満のほうが7歳以上に比べて「1頭」の割合が多い。
•猫はここ4年1頭飼っている人が増加傾向であったが、今年は、年齢問わず2頭以上という回答が増加している。
•猫オーナーは犬オーナーに比べ2頭以上飼っている人が多く、4割以上が2頭以上飼っている。
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１．ペットの実態
（2）最年長（調査対象）のペットの性別・サイズ
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•調査対象のペットの属性を聞いた。
•犬の性別は、雄の割合が多く、雄:雌の割合は、約3:1。サイズをみると、「小型」が最も多く、7歳未満で5割、7歳以上では全体の2/3を占
める。次いで多いのが、7歳未満では「中型」、7歳以上では「超小型」。

•猫の性別は、年齢に関係なく、雄雌ほぼ半々である。

■最年長ペットの性別・サイズ（サイズは犬のみ）（Q1/Q2）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

犬
オーナー

猫
オーナー

56 

51 
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49 
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■ 雄 ■ 雌 ■超小型 ■小型 ■中型 ■大型

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

73 

69 

27 

31 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q1 あなたが一緒に暮らしている犬について性別とサイズをそれぞれお答え下さい。
Q2 あなたが一緒に暮らしている猫について性別をそれぞれお答え下さい。



１．ペットの実態 （3）調査対象の犬の種類
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•調査対象のペットの種類を聞いた。
•犬は、トイプードルが最も多く29人（犬オーナー全体の14％）、次いで、柴犬、チワワミニチュアダックスが20人を超えている。

犬の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

トイプードル 29 14 15

柴犬 25 15 10

チワワ 21 11 10

ミニチュア ダックスフンド 20 2 18

ミックス 17 10 7

雑種 15 7 8

シーズー 9 4 5

ポメラニアン 8 3 5

パピヨン 7 4 3

フレンチブルドッグ 6 5 1

ヨークシャーテリア 6 4 2

マルチーズ 4 2 2

豆柴 4 3 1

イタリアングレイハウンド 3 1 2

カニーヘンダックスフンド 3 1 2

ミニチュアシュナウザー 3 3

犬 3 3

＜７歳未満：1人＞

• シェルティ

• ダックスフンド

• ハスキー

• ペキニーズ

• ペコ

• ミニチアピンシャー

• ミニチュアブルテリア

＜7歳以上：1人＞

•甲斐犬

• シェットランドシープドッグ

• ジャックラッセル

• ミディアム・プードル

犬の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

ウェルシュコーギー 2 1 1

コーギー 2 1 1

パグ 2 1 1

ヨーキー 2 1 1

ラブラドルレトリバー 2 2

ロングコートチワワ 2 1 1

（人）



１．ペットの実態 （4）調査対象の猫の種類
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•猫は「雑種」が最も多く、「ミックス」「わからない」を含めると、141人と全体の7割近い。
外国系ではアメリカンショートヘア11人、スコティッシュフォールド8人。その他外国系では「マンチカン」「ノルウェージャンフォレストキャット」「ペル
シャ」「ベンガル」「メインクーン」「ロシアンブルー」など。
日本系の猫ではトラ系が11人、三毛猫4人のほか、「「雑種」もほぼ日本系と考えられ、全体には雑種の日本猫を飼っている人が多いとみられる。

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

トラ 11 7 4

アメリカンショートヘア 11 7 4

スコッティッシュフォールド 8 5 3

日本猫 6 2 4

マンチカン 4 4

三毛猫 4 3 1

ノルウェージャンフォレストキャット 3 1 2

ペルシャ 3 2 1

ベンガル 2 1 1

メインクーン 2 2

ロシアンブルー 2 2

アメリカンカール 1 1

チンチラ 1 1

ミヌエット 1 1

ムギ 1 1

ヨークシャテリア 1 1

ラガマフィン 1 1

ラグドール 1 1

ロシアンブルー雑種 1 1

白黒 1 1

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

ミックス 26 12 14

雑種 100 44 56

ねこ・わからない 15 9 6

（人）

トラ内訳 合計 7歳未満 7歳以上

キジトラ 4 3 1

きびとら 1 1

サバトラ 1 1

さばとら 1 1

トラ 1 1

雑種 トラ猫 1 1

雑種きび猫 1 1

茶トラ 1 1



全 体
（n=412）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

39 

49 

39 

39 

29 

39 

34 

41 

33 

48 

22 

17 

20 

28 

23 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況①オーナー属性別

15

■健康診断の受診状況（Q4・SA）

• ペットに定期的に健康診断を受けさせているオーナーは全体では39％。定期的ではないが受診経験ありも39％。
• オーナー別でみると、7歳未満の犬オーナーの定期受診の割合はほぼ半数いる一方、猫7歳以上では29％と低い。しかし、受診経験ありに
関しては、猫7歳以上が最も多くなっている。

Q4 あなたはそのペットに、定期的に健康診断を受けさせていますか。

■定期的に受けさせている ■ 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある ■ 受けさせたことはない

犬
オーナー

猫
オーナー
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31 

36 

41 

42 

39 

35 

32 

37 

35 

39 

0% 50% 100%

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

全 体（n=412）

30 

44 

52 

46 

49 

35 

24 

27 

34 

34 

0% 50% 100%

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

43 

40 

39 

48 

39 

31 

35 

40 

27 

41 

0% 50% 100%

30 

33 

41 

47 

39 

35 

35 

40 

37 

33 

0% 50% 100%

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

17 

26 

32 

29 

29 

40 

32 

43 

42 

48 

0% 50% 100%

犬オーナー

猫オーナー

7歳未満（n=103） 7歳以上（n=103）

■定期的に受診 ■受診経験あり
7歳未満（n=103） 7歳以上（n=103）

■健康診断の受診状況（Q4・SA）

•過去5年を見ると全体には定期健診実施は増加傾向だったが、今年は40％に満たない。特に7歳以上の犬オーナー、7歳未満の猫オー
ナーの定期健診受診割合が減少している。

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況②時系列



Q6 あなたはそのペットが何歳の時から、定期的に健康診断
を受けさせていますか？
■ ０歳 ■ １歳 ■ 2～3歳

■ 4～6歳 ■ 7～9歳 ■ 10歳以上

犬
オーナー

猫
オーナー

n=
（160）

（40）

（50）

（30）

（40）

２．ペットの健康診断について（2）受診開始年齢
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■初めて健康診断を受けさせた年齢（Q5）
（健康診断「定期的＋受診経験あり」）

■初めて定期健診を受けさせた年齢（Q6）
（健康診断「定期的」受診）

•初めて健康診断を受診したペットの年齢をみると、7歳未満は犬、猫とも0～1歳で受けさせているオーナーが多く、犬は7割、猫では9割が受
診。7歳以上では年齢が分散している。犬では半数超が、猫では約4割が2歳以上で初めて健診を受診させている。

•定期的に受診しているペットでも、定期健診開始年齢は、犬猫とも7歳未満は「0歳」「1歳」が多い。
•健診をしているｎ数、7歳以上の健診状況からみて健診、定期健診とも、0～1歳に始める人が多いものの、年齢が上がってきて気になり始
めて健診を受けさせるようになるオーナーも多いことがわかる。

Q5 あなたはそのペットが何歳の時に初めて健康診断を受けさせましたか。

■ ０歳 ■ １歳 ■ 2～3歳

■ 4～6歳 ■ 7～9歳 ■ 10歳以上

38 

46 

23 

50 

27 

34 

36 

28 

43 

27 

13 

14 

13 

5 

20 

6 

4 

13 

3 

7 

5 

0 

18 

0 

3 

5 

0 

8 

0 

17 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体
（n=320）

7歳未満
（n=82）

7歳以上
（n=85）

7歳未満
（n=79）

7歳以上
（n=74）

30 

35 

13 

47 

24 

37 

34 

35 

46 

34 

12 

21 

11 

5 

10 

8 

9 

15 

1 

6 

6 

0 

16 

0 

9 

7 

0 

10 

0 

16 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



全 体
（n=174）

7歳未満
（n=47）

7歳以上
（n=49）

7歳未満
（n=48）

7歳以上
（n=30）

17 

20 

15 

13 

20 

28 

30 

23 

30 

27 

54 

50 

60 

55 

50 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２．ペットの健康診断について（3）健診頻度
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■定期健診の頻度（Q7・SA） （健康診断「定期的」受診）

•定期的な健康診断の受診頻度をみると、「1年に1回程度」が過半数を占め、「1年に2回程度」が28％。
• オーナー別でみると、犬7歳以上以外は4割超が年に2回以上受けている。
•時系列でみると、「1年に2回以上」の割合は、2017年以降増加傾向。犬7歳未満と猫7歳以上の、「年2回以上」の受診率が、今年特
に増加している。

Q7 定期的に健康診断を受けさせている方にお伺いします。頻度をお答えください。

■ 1年に3回以上 ■ 1年に2回程度 ■ 1年に1回程度

2～3年に1回程度 以下なし

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= %

127 35 147 30 168 37 174 41 160 44 

35 34 45 40 53 34 47 38 50 50 

44 36 41 34 40 40 49 45 40 38 

31 36 34 21 42 43 48 44 40 43

17 29 27 19 33 30 30 37 30 47 

犬
オーナー

猫
オーナー

＜1年に2回以上受診した割合＞



Q8 あなたがペットに定期的に健康
診断を受けさせるようになったきっか
けをお答えください。

２．ペットの健康診断について
（4）定期健診受診のきっかけ

19

• ペットに定期的に健康診断を受けさせるきっかけとしては、オーナーの属性に関わらず、きっかけとしては「動物病院ですすめられて」が最も多い。
そのほかのきっかけとしては、7歳以上のペットは犬、猫とも「ペットが年をとったので」が多く、猫では4割、犬では3割。犬7歳未満では「ペット
ショップですすめられて」、猫7歳未満では「健康診断をすすめる記事や情報を見たり読んだりして」、が多い。

39 

16 

16 

14 

13 

11 

11 

9 

11 

0% 20% 40% 60%

動物病院ですすめられて

ペットが歳をとったので

ペットに病気の兆候がみられ
るようになったので

ペットを病気で亡くした経験が
あったので

健康診断をすすめる記事や
情報を見たり読んだりして

友人・知人にすすめられて

ペットショップですすめられて

ペットの病気の発見が遅れた
ことがあったので

その他

■定期的に健康診断を受けさせるようになったきっかけ（Q8・MA）

全体（n=160） ７歳未満（n=50） ７歳以上（n=40）

犬オーナー

７歳未満（n=40） ７歳以上（n=30）

猫オーナー

その他
＜犬７歳未満＞

40 

2 

10 

12 

10 

12 

24 

8 

8 

0% 20% 40% 60%

30 

40 

27 

20 

10 

10 

0 

10 

17 

0% 20% 40% 60%

48 

30 

20 

13 

8 

3 

3 

5 

15 

0% 20% 40% 60%

38 

3 

10 

15 

25 

20 

10 

15 

5 

0% 20% 40% 60%

• 息子の勧められて
• 飼い始めたのが4歳から
• 健康的に長生きしてもらいたいから。
• ペットが心配だから

• 予防接種、フィラリア検査のついでに（3）
• 爪等の手入れをお願いしに行くついでに定期的に
観てもらう

• もしも大きな病気が早期で見つかるように

＜犬７歳以上＞（ ）内人数

• 予防接種のついでに
• 自分が動物看護師の資格を持っているため
必要ということを知っているから

・毎年の予防注射と健康診断も同時に

・保護猫なので病気がないか虫がいないか

・人間と同じで定期的にするものだと思っていた。

＜猫７歳未満＞ ＜猫７歳以上



２．ペットの健康診断について
（5）健診内容①オーナー属性別

20

•健診内容は、「触診」 「問診」 「視診」が8割前後と多く、次いで「聴診」と「血液検査」が5割程度。
• いずれのオーナーでも、「問診」「触診」「視診」が多い。「聴診」は犬7歳未満で他のオーナーより比率が低い。猫は若い方が便検査が多く、7歳
以上の方が乳検査が多い。

■健診内容（Q9・MA） （健康診断「定期的＋受診経験あり」）

84 

83 

78 

56 

53 

16 

16 

14 

9 

2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

触診

問診

視診

聴診

血液検査

便検査

尿検査

レントゲン

超音波検査

その他

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=85 n=82 n=74 n=79 

85 84 82 86 

82 79 82 86 

80 80 73 78 

44 62 58 61 

51 57 50 56 

12 15 24 15 

12 13 14 25 

13 15 16 13 

6 13 9 6 

1 0 1 5 

（％）

＞

＜

Q9 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。健診はどのような内容ですか。

＜

予防注射（犬7歳未満）
甲状腺疾患（猫7歳以上）
体重測定（猫7歳以上）
ワクチン（猫7歳以上） (n=320)
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■健診内容（Q9・MA）

84 

83 

78 

56 

53 

16 

16 

14 

9 

2 

0 50 100

触診

問診

視診

聴診

血液検査

便検査

尿検査

レントゲン

超音波…

その他

2020年
2019年
2018年
2017年
2016年

85 

85 

81 

57 

60 

17 

16 

17 

11 

2 

0.0 50.0 100.0

触診

問診

視診

聴診

血液検査

便検査

尿検査

レントゲン

超音波検査

その他

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年

*印は2016年なし

•健診内容を時系列でみたところ、年により前後はあるものの、「触診」「問診」「視診」が多く、8割前後、「聴診」「血液検査」が５割超、という傾
向は変わらない。全体に昨年よりやや実施の割合が減少している。
・「定期的に検診」のオーナーのみで見ると、各項目の受診割合は若干多い傾向はあるが、ほぼ同傾向。

Q9 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。健診はどのような内容ですか。

*

*

２．ペットの健康診断について
（5）健診内容②時系列

(n= 160 )

(n= 174 )

(n= 168 )

(n= 147 )

(n= 127 )

(n= 320 )

(n= 318 )

(n= 322 )

(n= 277 )

(n= 272 )

■健康診断「定期的に受診」■（健康診断「定期的＋受診経験あり」）



犬
オーナー

猫
オーナー

全 体
（n=320）

7歳未満
（n=85）

7歳以上
（n=82）

7歳未満
（n=74）

7歳以上
（n=79）

２．ペットの健康診断について（6）1回の健診費用
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■1回当たりの健診費（Q10）（健康診断「定期的＋受診経験あり」）

• 1回当たりのおおよその健診費は、「5,000円未満」が28％、「5,000～1万円未満」がほぼ半数の49％。
• オーナー別でみると、犬の7歳以上が最も１万円以上が多く、2万円以上の人も1割を超える。
• 「1万円未満」の割合を時系列でみると、ここ3年は減少傾向であったが、今年はオーナー種類を問わず、やや増加している

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= %

272 75 277 79 322 74 318 69 320 77 

71 76 70 77 81 69 82 71 85 79 

76 67 77 75 81 74 77 64 82 71 

66 73 70 83 83 77 86 74 74 76 

59 86 60 82 77 77 73 68 79 81 

Q10 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。1回の健診のおおよその
金額はどのくらいですか。当てはまるものを選んでください。

■ 5,000円未満 ■ 5,000～1万円未満■ 1～2万円未満

■ 2～3万円未満 ■ 3～5万円未満 ■ 5～7万円未満

■ 7万円以上

＜1万円未満の割合＞
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28 
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49 
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44 

47 

54 
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18 

14 

18 

6 

5 

10 

8 

1 

0 

1 

3 

0 
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1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



「1万円未満」の
割合（％）
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44 
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17 
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２．ペットの健康診断について（7）妥当な健診費用
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■1回当たりの健診費
妥当と思う金額（Q11）

•現在健診を受けさせていない人も含めた全員に、1回当たりの健康診断の妥当な金額をきいたところ、「5,000円未満」、「5,000～1万円
未満」とも44％で、合わせた「1万円未満」は88％。

• オーナー別でみると、猫7歳以上が「1万円未満」が最も多く、93％に上る。犬より猫オーナーの方が妥当と思う金額が1万円未満の人が多い。
•健康診断の受診状況別では、未受診で「5,000円未満」が50％と多いが、定期的受診でも40％が「5,000円未満」、85％が「1万円未
満」を妥当としている。

犬
オーナー

猫
オーナー

全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

■ 5,000円未満 ■ 5,000～1万円未満 ■ 1～2万円未満■ 2～3万円未満

■ 3～5万円未満 ■ 5～7万円未満 ■ 7万円以上

定期的に受けさせている（n=160）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=160）

受けさせたことはない（n=92）

健
診
受
診
状
況
別

Q11 あなたは、ペットの1回の健康診断の金額について、どれくらいが妥当だと思われますか。
（健康診断とは、問診、視診、触診、聴診、血液検査、レントゲン、便検査、尿検査を含む）



２．ペットの健康診断について（8）満足度

24

■現在の健康診断の満足度（Q12・SA）（健康診断「定期的＋受診経験あり」、直近の健診について）

•健診への満足度は、「非常に満足」12％、「やや満足」53％で、合わせた満足割合は63％。「全く満足していない」はいない。いずれのオー
ナーも満足（非常に＋やや）が6割を超えている。

• オーナー別でみると、最も満足割合が多いのは、猫7歳未満で、「非常に満足」「やや満足」合わせて7割。
•満足割合は、この4年間で年々減少していたが、今年は昨年の59％から65％と持ち直している。

■ 非常に満足している ■ やや満足している

■ どちらともいえない

■ あまり満足していない ■ 全く満足していない

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= %

272 71 277 69 322 63 318 59 320 65 

71 72 70 76 81 63 82 62 85 61 

76 55 77 58 81 65 77 60 82 68 

66 84 70 81 83 61 86 63 74 70 

59 74 60 60 77 61 73 52 79 62 

Q12 あなたは現在の健康診断に満足していますか。 ＜満足（非常に+やや）割合＞

犬
オーナー

猫
オーナー
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全 体
（n=320）

7歳未満
（n=85）

7歳以上
（n=82）

7歳未満
（n=74）

7歳以上
（n=79）



２．ペットの健康診断について（9）満足度の理由
①「非常に満足」「やや満足」の理由

25

Q13 前問で【【Q12の選択内容】】と答えた理由をお知らせ下さい。

犬オーナー 7歳未満 犬オーナー 7歳以上 猫オーナー 7歳未満 猫オーナー 7歳以上

非
常
に
満
足

○丁寧に説明してくれて、その家族家族と向き
合った診察をしてくれるから。

○詳しく調べてくれる
○個人でやってる動物病院なんですがとても丁
寧に診察してくれて紙にも書いてくれます。あ
の先生だと安心して任せられます。

○納得しているから

○獣医・病院が信頼できるから(4)
○丁寧な説明
○丁寧に見てくれるので
○これで何も病気などの結果がでないと安心できる
○愛犬の健康状態を知ることができ事前に病気の
予防ができるから。

○時々異常を早期に発見してもらっているから。
○経済的にそんなに負担になっていないし、健康な
ので

○ノープロブレム

○良医、丁寧（4）
○丁寧にみてくれる、説明してくれる（3）
○成長具合も記録して、先生やスタッフ皆さ
んが愛情を持って猫に接してくれるから。

○1年に一度だけど医者に勧められた項目
を全て調べてもらっており、そのたびに問題
ないとの結果を得られている。おかげで猫
ちゃんも非常に元気で機嫌よく過ごしてい
る。

○実感

○信頼できる（3）
○説明が丁寧（5）
○ペットの健康を知れたから
○ｽｺｯﾃｨ特有の症状も出ず、9年間元気に暮
らしいている。

○年齢的にもまだこのくらいの検査でいいと思う
○保護した時点も、病院での検診の結果も問
題なしで、ずっと元気に過ごしているから。

○特に問題がない
○なし

や
や
満
足

〇 安心できる 満足(7)
獣医さんが親切、丁寧(11)

〇 よく説明してくれる(4)
〇 検査が妥当、的確な健診（5）
〇 安いので良心的、価格妥当(2)
〇 健康を維持できる、確認できる(3)
〇 皮膚の薬を出してくれたから。
〇 時間がかからずに精密に検査ができた
〇 自宅に結果が送られてくる

特になし(3) 特に問題ない(5)
× 料金が高め(4)
△ 本格的な検査まではしてないから
× もう少し詳しい検査も受けさせてやりたいと
思ってはいるが、金銭的な負担を考えると現状
の検査が限界だから。
△ 血液検査で大まかなことがわかること。数
値の悪いところがわかった場合でも先生の診断
で大丈夫と言われて手遅れになってしまったこと
がある
× 機械的

〇説明してくれる、話を聞いてくれる
（9）
〇手頃な値段でみてくれる(2)
〇ペットの健康が確認できる、今病気がない(6)
〇健康状態を確認できる（5）
〇内容が妥当（4）
〇内容がよく価格も妥当（3）
特になし(5)
問題ない（2）

内容は良いがやや高額（3）
良いがさらに希望あり（2）

〇 問題がない、病気になっていないことを
確認（8）

〇 安心だから（5）
〇 健康に関するアドバイスを受けられる
〇とりあえず悪いところはないことがわかった。
気になることを質問できたので、安心した。

〇 丁寧にみてくれる（2）
〇 特に不満がない（2）
〇 適切な健診・関わり（7）
〇 必要な検査、結果ができる（2）
〇 信頼できる
〇 この金額でペットの体調が分かるのは安
い、負担にならない（2）

△ 結果の正確性が分からず気になる
（2）

△ まだ若いので特に細部まで調べることも
なかったので

×待ち時間が長すぎる
×もう少し詳しく検診して欲しいから。
×高い（4）
× なし、なんとなく（3）

〇安心できる（5）
先生を信頼・信用（5）
今健康（2）
不満はない、問題ない（5）
病気が分かった、ないことが確認できた（5）
検診をすることで早期発見できる病気もあるの
で。

よい
なんとなく
これくらいが限界だから
他を知らないので
特になし（2）
費用以外満足（2）
値段高い（4）

•現在の健康診断に「非常に満足」の理由としては、「対応が丁寧・親切」「獣医が信頼・安心できる」など、獣医を信頼していることによる理
由が多い。また「健診で病気予防・早期発見につながる」ことも多い。

• 「やや満足」も、良い理由は、上記とほぼ同様だが、ネガティブ理由としては、「料金が高い」「もう少し詳しく知りたい」などがある。

■現在の健康診断に「非常に満足」「やや満足」の理由（Q13・FA）（健康診断「定期的＋受診経験あり」、直近の健診について）
〇ポジティブ理由 ×ネガティブ理由 「特になし」除く
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②「どちらともいえない」「あまり満足していない」理由
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犬オーナー 7歳未満 犬オーナー 7歳以上 猫オーナー 7歳未満 猫オーナー 7歳以上

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

×高い、高すぎる、高いと負担（5）
• 妥当な金額がわからない
• わからない（4）
• もう少ししっかりとした検査を定期的に受けさ
せたい

×診断ミスや発見の遅れを経験して健診をあま
り信用していない（2）
• 検診の内容の妥当性を判断できない
• 相場含め、わからないことが多く獣医師主導
• １歳未満の為まだ本格的な検査は受けて
ないので。

• 受けさせた方がいいのかわからなかったので
• 内容に見合ってない
• 項目が少なかったため
• 今の所、健康の為、健康診断の必要性があ
まり感じない。

• 特になし（8）

・高い（4）
• 健康診断の重要性は分かっているが、や
はり金額が高い（2）

• 保険以外が高い
• 妥当な金額がわからない（3）
• 検査内容が妥当かどうかわからない（2）
• 12才でそれなりに老化が進行し、歯の衰
え、不整脈あり

• ペットの気持ちが、、、、
• 割高に感じる部分もあるが、犬にとっても
飼い主にとってま大切なことだと思うので。

• 高齢の為目が見えず
• 特になし（５）

• 料金が高い（3）
• 高いので症状がないと受けさせにくい
• 適正価格か分からない（4）
• いいのか、わるいのかわからない（3）
• なんとなく（2）
• ふつう（2）
• 比較したことがないから
• 全ての検診をやると高額になってしまえ為に
最低限にしたのでちゃんとやった方が良かった
のかと不安があるから。

• 病気を見逃されて危うく間に合わないところ
だったから

• 毎回内容が異なるから
• 問診後の説明がよくわからない
• 特になし

• 金額が高いため（7）
• 適正な金額がわからないから
• 他を知らない、比較したことがない、いいか悪い
かわからない（4）

• 診断が合っているのか懐疑的（2）
• 調子が悪い原因が特定できない
• 高いわりには早期発見はできないと感じる。発
見できるのはかなり進行した病気のみ。

• 診断で病気がわかっても、治るかどうかわからな
い

• 保険もなくあまり多くのことは望めないから。
• 保険料と考えると妥当、でも、保険料をかけるべ
き？？

• 病院に行くこと自体をものすごくいやがる子がいる
ので、胸がいたい。

• 普段はワクチン接種とセットで受けているので、
特に満足とか不満とかは無いが安心である。

• 特になし（2）
• 分からない、なんとなく（2）

あ
ま
り
満
足
し
て

い
な
い

×いろいろな項目が増えると高額になるから
×費用の相場が分からず全体的に高額に感じ
る

×何をどれだけやればいいのか分からない。
×血液検査だけで健康診断と謳うのではなく、
人間のように問診、触診、尿便検査、内臓
の超音波検査込みで健康診断と言えるので
はないかと思うから

×診察料が高い（5）
× 保険に入ってないので医療費が高い
× 料金プランが高いし、薬も高い

• いろいろ検査してほしい
×診療費が高い（3）

×高い（3）
×"血液検査以外は希望しないと受けられない。
高齢のため、ストレスを与えてしまうため、簡単に
検査することができない。"

• 「どちらともいえない」理由としては、「料金が高い」「その金額が妥当かわからない」など価格的なことが多く、「受けさせたほうが良いのかわから
ない」など判断できないという理由をあげている人が多い。また、ペットへのストレスや診断ミスなどの経験をあげている人もいる。

• 「あまり満足していない」理由としては、「料金の高さ」のほか、検査内容についてあげている人もいる。

■現在の健康診断に「どちらともいえない」「あまり満足していない」理由（Q13・FA）（健康診断「定期的＋受診経験あり」、直近の健診について）

Q13 前問で【【Q12の選択内容】】と答えた理由をお知らせ下さい。 ×ネガティブ理由 「特になし」除く



■ 2020年 ■ 2018年 ■ 2018年 ■ 2017年 ■ 2016年

２．ペットの健康診断について（10）考え方
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• ペットの健康診断に関しては、「手ごろな価格なら健診を受けさせたい」という人が最も多く、また、この5年一貫して増加している。一方、「お金がか
かってもペットの健康のために定期的に健診を受けさせたい」はここ3年減少しており、今年は43％となった。健診費用の考え方は分かれるものの、
健診を受けさせたい意向を持つ人は多い。一方で、「どのような健診内容が有効なのか知りたい」は、例年約3分の1みられる。

• 「健診に行く時間がない」は、年々増加傾向であったが今年は減少し、10％であった。

■当てはまる考え方（Q14・MA） 各年n=412
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*印は2016年なし

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=103 ｎ=103 ｎ=103 ｎ=103 

43 48 54 42 

48 47 39 38 

25 24 30 28 

14 5 16 10 
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14 12 10 6 

8 4 7 6 

2 2 5 14 

2 0 1 3 

0 0 2 4 

手ごろな価格なら健診を受けさせたい

お金がかかってもペットの健康のために定
期的に健診を受けさせたい

どのような健診内容が有効なのか
知りたい

人の健診のようにいろいろな健診を
受けさせたい

*今はペットが健康だから必要ない

健診にいく時間がない

健診はペットがつらそうなので
受けさせたくない

健診はペットが老齢になってからでよい

ペットに健診は必要ない

その他

• 病院に行くとストレスが溜まりそうだから
• 受けても良いが、移動の車で猫が過呼吸みたくなって心

配だからあまり車移動したくない。近所にあれはいく。
• ペットが病院にかかるのが凄いストレスで躊躇してしまう
• 持病があるので
• 車が大嫌いでお漏らししたりでストレスがすごいので
• 病院が嫌いで暴れるので無理

（いずれも猫オーナー）

（％）

＞

＞ ＞

＞

Q14 あなたはペットの健康診断について、どのようにお考えですか。お気持ちに近いものをお選びください。



全 体
（n=412）

7歳未満
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３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（1）大切さ ①全体、オーナー属性別
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■ペットの健康寿命を延ばすことについての考え（Q15・SA）

•健康寿命を延ばすことは「非常に大切」50％、「やや大切」35％で、合わせると85％が大切だと考えている。オーナー別でみても、いずれの属
性でも8割程度以上が「大切」と考えている。

•時系列でみると、「大切」と考える割合は、大きく変わらないが、割合が増加した昨年に比べるとやや減少している。

■非常に大切 ■ やや大切 ■ どちらともいえない ■ あまり大切ではない ■ 全く大切ではない

ｎ=
「大切」と考える割合（非常に+やや）

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

412 86 85 83 87 85 

103 89 91 89 90 90 

103 86 79 82 88 85 

103 90 89 75 88 86 

103 78 82 85 82 79 

Q15 あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。
＜大切（非常に+やや）と思う割合＞

犬
オーナー

猫
オーナー



３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（1）大切さ ②健康診断受診状況別
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■ペットの健康寿命を延ばすことについての考え（Q15・SA）

•定期的に健診を受診させているオーナーは、ペットの健康寿命を延ばすことを「大切（非常に＋やや）」と考えている人が88％。
•一方、定期的ではないオーナーはペットの健康寿命を延ばすことを「大切（非常に＋やや）」と考えている人は85％、受けさせたことがない
オーナーは81％であった。

全 体（n=412）

定期的に受けさせている（n=160）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=160）

受けさせたことはない（n=92）

＜健診受診状況別＞
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■非常に大切 ■やや大切 ■どちらともいえない ■あまり大切ではない■全く大切ではない

Q15 あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。



心がけている（非常に+やや）割合の
多い順 2020 年ベース

心がけている割合
（非常に+やや）

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

食事の質や量を管理する 85 87 87 90 89 

かかりつけの動物病院を作る 86 84 88 87 88 

普段の体調を把握し、異常を早く見つ
ける

82 85 87 86 83 

ペットの健康や病気についての知識を
持つ

72 71 76 78 78 

予防接種を受ける 76 74 ― 78 76 

ペットが人間に換算すると何歳ぐらい
か知る

74 73 76 77 73 

ペットの体重を管理する 76 74 72 76 73 

少しでも気になることがあれば獣医師
に相談する

71 67 67 74 72 

適度に散歩や運動をさせる 66 72 ― 71 68 

健康診断を1年に1回以上受ける 50 50 46 53 53 

ペット保険に入る 31 27 26 37 40 
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３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ①全体
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■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q16・各SA）

• ペットの健康寿命を延ばすために「心がけている（非常に＋やや）」割合トップは、「食事の質や量を管理する」で89％。僅差で「かかりつけの
動物病院を作る」88％、「普段の体調を把握し、異常を早く見つける」84％。

• 「非常に心がけている」でみると、「かかりつけの動物病院を作る」（48％）と、「予防接種を受ける」（43％）が特に多い。
• 「心がけている」割合を時系列でみても、順位の変動はあるものの上位３項目は変わらないが、4位の「ペットの健康や病気についての
知識を持つ」は増加傾向である。

■ 非常に心がけている ■ やや心がけている ■ どちらともいえない

■ あまり心がけていない ■ 全く心がけていない

Q16 ペットの健康寿命を延ばすために、あなたはどのようなことを心がけていますか。
下記のそれぞれについて、当てはまるものをおえらびください。



３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ②オーナー属性別
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■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q16・各SA）

【食事の質や量を管理する】

【かかりつけの動物病院を作る】

【普段の体調を把握し、異常を早く見つける】

【ペットの健康や病気についての知識を持つ】

【予防接種を受ける】

【ペットが人間に換算すると何歳ぐらいか知る】

【ペットの体重を管理する】

【少しでも気になることがあれば獣医師に相談す
る】

【適度に散歩や運動をさせる】

【健康診断を1年に1回以上受ける】

【ペット保険に入る】
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■ 非常に心がけている ■ やや心がけている
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７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー

• 心がけていることをオーナー別にみると「心がけている」上位3項目は、オーナーの属性に関わらず同じ。
• 「非常に心がけている」でみると、犬オーナーは、「予防接種を受ける」が多く、5割を超えている。また、かかりつけの動物病院を作ることも、「非
常に心がけている」という人が食事の管理より多くなっている。

• 犬オーナーは猫オーナーに比べて「非常に心がけている」という項目が多く、健康寿命を大切と管変えている人の割合がやや多いことを裏付け
る結果となっている。

2019年全体で心がけている（非常に+
やや）割合の多い順

食事の質や量を管理する

かかりつけの動物病院を作る

普段の体調を把握し、異常を早く見つける

ペットの健康や病気についての知識を持つ

予防接種を受ける

ペットが人間に換算すると何歳ぐらいか知る

ペットの体重を管理する

少しでも気になることがあれば獣医師に相
談する

適度に散歩や運動をさせる

健康診断を1年に1回以上受ける

ペット保険に入る



３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ③健康受診状況別

32

■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q16・各SA）

•定期的に健診を受診させているオーナーは、受診させていないオーナーより健康寿命を延ばす為に様々なことに気をつけている。特に、「かかり
つけの動物病院を作る」「予防接種をうける」「定期健診を1年1回以上受ける」は「非常に心がけている」という人がいずれも6割近い。

•定期健診を受診させているオーナーは多くの項目について、心がけている（非常に＋やや）人の割合が8割前後である一方、健診非経験
者は、総じて心がけている割合が低い。
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■ 非常に心がけている ■ やや心がけている

定期的に受けさせている
（n=160）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=160）

受けさせたことはない
（n=92）

＜健診受診状況別＞

2020年全体で心がけている
（非常に+やや）割合の多い順
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食事の質や量を管理する

かかりつけの動物病院を作る

普段の体調を把握し、異常を早く見つける

ペットの健康や病気についての知識を持つ

予防接種を受ける

ペットが人間に換算すると何歳ぐらいか知る

ペットの体重を管理する

少しでも気になることがあれば獣医師に相
談する

適度に散歩や運動をさせる

健康診断を1年に1回以上受ける

ペット保険に入る



４．ペットの病気・健康について （1）経験した病気
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•今まで病気にかかったことのあるペットは52％と約半数。
•犬猫ともに、年齢が高い方が病気経験があり、7歳以上では犬68％、猫57％が病気になったことがある。
•犬で多いのは「皮膚」。7歳以上の犬では、そのほかに「歯・口腔」「眼」次いで「「耳」「消化器」「泌尿器」の病気である。
•猫7歳以上では、特に「泌尿器の病気」が多いのが目立つ。

■過去にかかったことのある病気（Q17・MA）

全体（n=412）

52％

７歳未満（n=103）

44％

７歳以上（n=103）

68％

犬オーナー

７歳未満（n=103）

41％

７歳以上（n=103）

57％

猫オーナー
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Q17 あなたが一緒に暮らしている【 】について、過去にかかったことのある病気をお答えください。
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（アレルギー）

（膀胱炎、腰痛、
甲状腺、
股関節の脱臼、
ヘルニア、乳腺腫瘤
てんかん）

(風邪、脳梗塞
猫風邪、メンタル)

（風邪・熱中症、
足の骨のずれと足の複雑
骨折、甲状腺

外傷）

皮膚の病気

泌尿器の病気

眼の病気

歯・口腔の病気

耳の病気

消化器の病気

循環器の病気

呼吸器の病気

肝・胆・膵の病気

腫瘍

生殖器の病気

筋・骨格の病気

血液・免疫の病気

内分泌の病気

全身性の病気

神経の病気

その他

病気にかかったことあり



４．ペットの病気・健康について
（2）現在かかっている病気
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•現在何らかの病気にかかっているペットは24％と約4分の1。
•犬猫ともに、7歳以上の方が高く、犬の44％が何らかの病気にかかっている。7歳以上の犬の1割が「眼」の病気にかかっている。
•猫7歳以上の罹患率は昨年に比べ少なく2割、「泌尿器」の病気が多い。

■現在かかっている病気（Q18・MA）

犬オーナー 猫オーナー
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全体（n=412）

24％

７歳未満（n=103）

18％

７歳以上（n=103）

44％

７歳未満（n=103）

13％

７歳以上（n=103）

19％

Q18 あなたが一緒に暮らしている【 】について、現在かかっている病気をお答えください。

（ヘルニア/
甲状腺ホルモン低下症） （脳梗塞/甲状腺）

皮膚の病気

泌尿器の病気

眼の病気

歯・口腔の病気

耳の病気

消化器の病気

循環器の病気

呼吸器の病気

肝・胆・膵の病気

腫瘍

生殖器の病気

筋・骨格の病気

血液・免疫の病
気

内分泌の病気

全身性の病気

神経の病気

その他

現在病気がある



■ペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすること（Q19・MA）

４．ペットの病気・健康について
（3）分からなかったり、不安なこと①全体、オーナー別
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犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

32 24 27 37 

27 23 34 29 

23 17 29 23 

22 18 20 25 

19 17 16 19 
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• ペットの健康や病気で分からないことや不安がある人は75％。上位2項目は、「長く治療が必要になった場合の経済的負担」32％、「万一の
ことがあった場合のペットロス」27％。

• オーナー別でみると、犬7歳以上で「ペットをうまくしつけられない」が多く、3割を超える。

各n=103 ■1位 ■2位 ■3位

Q19 あなたはペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすることはありますか。当てはまるものをおえらびください。

n=412

（％）

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担

ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の自分の気持ち
や体力

自分に万一のことがあった場合、ペットの面倒を誰が見てくれるか

病気の兆候の見つけ方が分からない

ペットをうまくしつけられない

食事の内容や量が適切なのか分からない

ペットにとって今の飼い方で良いか分からない

かかりつけ動物病院の休診の日や夜間の救急対応

ペットの病気やけがなどの際にペットのために十分時間を割けるか

ペットの健康を保つ為に何をすれば良いか分からない

健康管理の方法が分からない

ペットの心配事を話し合える人がいない

気軽に相談できるかかりつけの動物病院がない

その他

分からない。不安なことは特にない。

• 近くに信頼できるかかりつけの病院が無い

• 私が車の免許を持ってないので、夫が仕
事から帰るまで病院に連れていけないこと

• 徒歩圏内に動物病院がない

• 良くならない
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2017年 2018年 2019年 2020年

ｎ=412 ｎ=412 ｎ=412 ｎ=412

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担 31 35 32 32

ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか 24 29 31 27

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない 22 23 19 23

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の自分の気持ちや体力 18 25 20 22

自分に万一のことがあった場合、ペットの面倒を誰が見てくれるか 16 18 16 19

病気の兆候の見つけ方が分からない 31 22 21 18

ペットをうまくしつけられない 15 18 15 17

食事の内容や量が適切なのか分からない 15 18 12 15

ペットにとって今の飼い方で良いか分からない 18 18 19 15

かかりつけ医の休診の日や夜間の救急対応 11 18 14 15

ペットの病気やけがなどの際にペットのために十分時間を割けるか 16 17 15 14

ペットの健康を保つ為に何をすれば良いか分からない 13 14 13 12

健康管理の方法が分からない 13 11 9 8

ペットの心配事を話し合える人がいない 3 6 5 4

気軽に相談できるかかりつけの動物病院がない 4 5 2 3

その他 1 1 1 1

分からない。不安なことは特にない。 21 19 22 25

■ペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすること（Q19・MA）

• 時系列でみると、大きな傾向は変わらないが、「病気の兆候の見つけ方が分からない」「健康管理の方法が分からない」 「ペットの病気
やけがなどの際にペットのために十分時間を割けるか」は減少傾向である。

Q19 あなたはペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすることはありますか。当てはまるものをおえらびください。

４．ペットの病気・健康について
（3）分からなかったり、不安なこと②時系列

(％)

各n=412 ■1位 ■2位 ■3位



５．動物病院について
（1）かかりつけ動物病院の有無
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■かかりつけ動物病院の有無（Q20）

• かかりつけ動物病院が「ある」は93％。
• オーナー別にみると、犬より猫のほうが「ある」割合がやや多い。

■ ある ■ ない

93 

91 
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93 

95 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬
オーナー

猫
オーナー

全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

Q20 あなたには、かかりつけの動物病院がありますか。



（％）

重視点MA 最重視点SA

2017 2018 2019 2020 2017 2018 2019 2020 

自宅から近いこと 56 57 61 61 11 15 19 20 

獣医師やスタッフの人柄の良さ 60 58 58 60 18 19 16 19 

診察時の説明が分かりやすいこと 59 58 59 58 19 19 20 18 

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること 48 48 48 52 14 14 13 12 

料金設定が明確であること 45 39 36 41 5 6 5 4 

土日も開業していること 43 40 37 41 6 5 5 7 

料金が高くないこと 44 40 34 37 9 7 7 6 

健康についてのアドバイスが受けられること 38 40 35 35 5 4 5 4 

夜間救急対応があること 24 19 16 20 2 2 2 2 

設備環境が整っていること 21 21 23 18 3 1 2 2 

知人の評判や口コミ 19 17 15 16 2 2 2 2 

獣医療だけでなく、他のｻｰﾋﾞｽ（ﾄﾘﾐﾝｸﾞ･ﾎﾃﾙなど）も付随していること 8 6 8 8 0 1 0 0 

ネット上の評判のよさ 9 8 9 8 0 0 0 0 

往診してくれること 6 5 4 6 0 0 0 0 

獣医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をしていること 3 5 3 3 0 0 0 0 

その他 1 1 1 1 1 1 0 1 
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５．動物病院について
（2）動物病院選定時の重視点 ①全体
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■動物病院選定時の重視点（Q21・MA/Q22/SA） （各年n=412）

•動物病院を選ぶ時の重視点としては、「自宅から近いこと」「ドクターやスタッフの人柄の良さ」 「診察時の説明が分かりやすいこと」が60％前
後と多く、最も重視する点としてもいずれも約2割。同項目が過去4年を見てもトップ3を占めている。次いで、「気になることがあったら気軽に相
談に乗ってもらえること」でこちらも上位３つに次ぐ重視点であることに変化はない。

■ 重視点MA ■最重視点SA

Q21 あなたは、動物病院を選ぶ際、どのような点を重視しますか。
Q22 上記の中で最も重視するのはどういった点ですか。１つだけお答えください。
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５．動物病院について
（2）動物病院選定時の重視点 ②オーナー属性別
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■動物病院選定時の重視点（Q21・MA/Q22/SA）

•動物病院を選ぶ時の重視項目は、オーナー別にみてもほぼ変わらず、「自宅から近いこと」「ドクターやスタッフの人柄の良さ」 「診察時の説明
が分かりやすいこと」が上位3項目で、次いで、「気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」が続く。

•最重視点については、7歳未満の犬オーナーは「診察時の説明が分かりやすいこと」が最も多い。

（％）

自宅から近いこと

ドクターやスタッフの人柄の良さ

診察時の説明が分かりやすいこと

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること

料金設定が明確であること

土日も開業していること

料金が高くないこと

健康についてのアドバイスが受けられること

夜間救急対応があること

設備環境が整っていること

知人の評判や口コミ

医療だけでなく、他のｻｰﾋﾞｽ（ﾄﾘﾐﾝｸﾞ・ﾎﾃﾙなど）も 付随していること

ネット上の評判のよさ

往診してくれること

医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をしていること

その他
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７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー

■ 重視点MA ■ 最重視点SA
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n=412）

丁寧で良心的

色んな種類の動
物を診てくれるか。

説明をしっかりして
くれる獣医師がい
るところ 腕の良さ
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（％）
重視点MA 最重視点SA

2017 2018 2019 2020 2017 2018 2019 2020

自宅から近いこと 56 57 61 61 11 15 19 20

ドクターやスタッフの人柄の良さ 60 58 58 60 18 19 16 19

診察時の説明が分かりやすいこと 59 58 59 58 19 19 20 18

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること 48 48 48 52 14 14 13 12

料金設定が明確であること 45 39 36 41 5 6 5 4

土日も開業していること 43 40 37 41 6 5 5 7

料金が高くないこと 44 40 34 37 9 7 7 6

健康についてのアドバイスが受けられること 38 40 35 35 5 4 5 4

夜間救急対応があること 24 19 16 20 2 2 2 2

設備環境が整っていること 21 21 23 18 3 1 2 2

知人の評判や口コミ 19 17 15 16 2 2 2 2

医療だけでなく、他のサービス（トリミング・ホテルなど）も
付随していること

8 6 8 8 0 1 0 0

ネット上の評判のよさ 9 8 9 8 0 0 0 0

往診してくれること 6 5 4 6 0 0 0 0

医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をしていること 3 5 3 3 0 0 0 0

その他 1 1 1 1 1 1 0 1

５．動物病院について
（2）動物病院選定時の重視点 ③時系列

■動物病院選定時の重視点（Q21・MA/Q22/SA）

•動物病院を選ぶ時の重視項目は、時系列で見ても上位３項目は昨年と変わらず、「自宅から近いこと」「ドクターやスタッフの人柄の良さ」
「診察時の説明が分かりやすいこと」。最重視点として「自宅から近いこと」をあげている人はこの4年間で増加しており、今年1位となっている。

各n=412 ■1位 ■2位 ■3位
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５．動物病院について
（3）動物病院受診時に相談したいこと①全体、オーナー別
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■動物病院受診時に相談したいこと（Q23・MA）

•動物病院受診時に相談したい内容として多いのは、 「病気や感染症の予防」 35％、 「栄養・食事」 34％で拮抗しており、ついで「歯の健
康」29％。

• オーナー別にみると、「栄養・食事」と「病気や感染症の予防」はいずれでも上位にあがっているが、犬7歳以上、猫オーナー7歳以上では「健
康に老いる」、猫7歳未満では、「ストレスと対処法」の割合が3番目に多い。

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

32 35 32 40 

38 22 35 43 

36 31 21 28 

11 34 16 40 

23 16 24 18 

30 14 16 7 

19 19 19 8 

12 11 12 5 

6 13 3 17 

3 3 5 3 

0 1 2 0 

15 20 19 15 

（各年ｎ=412）

各n=103 ■1位 ■2位 ■3位

Q23 動物病院を受診した際に、ついでにペットのことを気軽に相談できるなら、どのようなことを聞きたいと思いますか。

（％）

病気や感染症の予防

栄養・食事

歯の健康

健康に老いる

ストレスと対処法

しつけの方法

運動不足にならない工夫

上手なダイエットの仕方

介護の方法やサービス

睡眠

その他

特に相談したいことがない

その時不安に思ってる事(犬）

現状で気をつけておくことがあるかどうか（猫）

多頭飼いなので、平穏な暮らしかた（猫）
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５．動物病院について
（3）動物病院受診時に相談したいこと②時系列

■動物病院受診時に相談したいこと（Q23・MA）

•動物病院受診時に相談したい内容を時系列で見ると、上記は昨年と大きくは変わらないが、減少傾向にあった「健康に老いる」が増加し、4
位となっている。

（各年ｎ=412）
各n=412 ■1位 ■2位 ■3位

Q23 動物病院を受診した際に、ついでにペットのことを気軽に相談できるなら、どのようなことを聞きたいと思いますか。

（％）

2017 2018 2019 2020

病気や感染症の予防 37 35 33 35

栄養・食事 40 36 38 34

歯の健康 30 31 31 29

健康に老いる 32 22 18 25

ストレスと対処法 27 26 24 20

しつけの方法 20 23 20 17

運動不足にならない工夫 15 13 14 17

上手なダイエットの仕方 13 14 11 10

介護の方法やサービス 10 12 10

睡眠 3 3 3 3

その他 2 0 1 1

特に相談したいことがない 12 16 17 17
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６．新型コロナ禍の影響
（1）新型コロナウイルス流行の困りごと

•新型コロナウイルス感染症の流行により、困ったり悩んでいることを自由回答してもらったところ、特にないという人が多く、特に猫7歳以上のオー
ナーは困りごとが少ない。悩みや困りごとで多いのは、自分が感染した時の世話、ペットへの感染、ペットからの感染など感染の不安。病院に行
きにくいという声も多い。犬オーナーは外に出かけられない悩みも多くみられる。

■新型コロナ流行による困りごと、悩みごと（Q24・FA）

犬オーナー_7歳未満 犬オーナー_7歳以上 猫オーナー_7歳未満 猫オーナー_7歳以上

• もし自分が感染・入院した場合の管理、
お世話してくれる人の心配（６）

• 私達人間からうつるコロナが愛犬にどう
影響するのか気になる・ペットにコロナを
うつしてしまわないか心配。（５）

• ペットにかからないかどうか。感染するリ
スク（３）

• 予防方法の知識や情報が少ない。ペット
との暮らして気を付けることがわからない
（３）

• 病院が入場制限になって大変（２）

• 一緒に外出することができないこと、ドッ
グランに行きにくい（６）

• 運動不足、無駄吠え（２）

• 散歩・散歩による接触が心配（７）
• 野外の散歩で地面にから色んな菌やウイ
ルスを付けて来ていないかが心配

• 一緒にいる時間が増えたので甘えがちに
なっている

• ペットフードをネットショップで買うように
なった

• ペット自体を頻繁に除菌できるアイテムが
あればいい。

• 特にない（63）

• もし自分が感染・入院した場合の管理、お
世話してくれる人の心配（８）

• 愛犬が感染するとどういった症状がでる
のか。実際に感染したらどうしたらいいか
（３）

• 予約制になることや密を気にして病院に
行きづらい（３）

• 県内、県外、ショッピングや遊び行けなく
なり楽しみが減った（４）

• 人間のストレスがペットに影響しないか
（２）

• 視力を失い、年齢を重ねて少しずつ弱っ
てきているさまが目に見えて感じられるこ
と。

• 散歩・散歩に行きにくい（４）
• 散歩後の足拭きが面倒
• 外と中での管理
• 甘え癖がついた（3）
• ペット用品を買いに行くのが大変だった。
• 排泄

• 特にない（70）

• もし自分が感染・入院した場合の管理、お
世話してくれる人の心配（４）

• 飼い猫にうつしてしまったらどう対応してく
れるか、持ち込んでしまったらどうしたら
いいか（４）

• ペットが新型コロナに感染したらどうなる
のか不安（７）

• 動物病院に行っていいか、行きづらい（５）

• お出かけできない、バスに乗せにくい（２）
• お互い運動不足、ストレスにならないか
（３）

• あまり他のペットとの交流をもたないよう
にした

• 一緒にいるせいかなかなかかまってもら
えないときがある。

• 猫フードや猫砂などを買いに行くのを減ら
す。

• 特にない（73）

• もし自分が感染・入院した場合の管理、お
世話してくれる人の心配（４）

• 自分がコロナにかかった際、ペットへうつ
さないか心配（２）

• 猫に新型コロナウイルスが感染したら困
ると思って悩んだ（３）

• 病院に気軽に行けない（５）

• 自分がいることでストレスにならないか
（２）

• 家での時間が増えたので、ペットの世話
をする時間が増えてしまった（２）

• 排便

• 特にない（83）

Q24 新型コロナウイルス感染症の流行によって、あなたがペットと暮らす中でお困りになったり、悩んでいる（いた）ことをお聞かせください。

（詳細は別紙参照）
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増加した やや増加した 変らない やや減少した 減少した

ペットと触れ合う時間

ペットへの愛情

ペットと暮らすことの満足感

ペットと散歩する頻度や時間

ペットを連れて人込みに出掛ける頻度

ペットを連れて屋外やアウトドアに出掛ける頻度

ペットの周囲の除菌や清掃の頻度

ペットを動物病院に連れて行く頻度

•新型コロナウイルス感染症の流行により、生活が大きく変わる中、ペットとの暮らしには変化があったかを聞いた。「増加した」という人が最も多い
のは「ペットと暮らすことの満足感」で18％、次いで、「ペットと触れ合う時間」「ペットへの愛情」。「やや増加」の人も加えると、いずれも3割以
上が「増加した」と感じている。

• ペットをつれて人ごみに出かける頻度、屋外やアウトドアに出かける頻度は、増加している人もいるが、減少した（やや減少した＋減少した）
という人がそれぞれ27％、21％と、2割を超えている・。

■新型コロナ禍の中でのペットとの暮らしの変化（Q25・MA）

Q25 新型コロナウイルス感染症の流行によって、あなたとペットとの暮らしに変化はありましたか。以下のそれぞれについてお教えください。

６．新型コロナ禍の影響
（2）ペットとの暮らしの変化①全体



ペットと触れ合う時間

ペットへの愛情

ペットと暮らすことの満足感

ペットと散歩する頻度や時間

ペットを連れて人込みに出掛ける頻度

ペットを連れて屋外やアウトドアに出掛
ける頻度

ペットの周囲の除菌や清掃の頻度

ペットを動物病院に連れて行く頻度

• ペットを連れて人ごみに出かける頻度、ペットを連れて屋外やアウトドアに出かける頻度は、犬は通常外に出かけることが多いだけに、減少した
という答えが年齢問わずそれぞれ4割、3割となっている。

■新型コロナ禍の中でのペットとの暮らしの変化（Q25・MA）

Q25 新型コロナウイルス感染症の流行によって、あなたとペットとの暮らしに変化はありましたか。以下のそれぞれについてお教えください。

６．新型コロナ禍の影響
（2）ペットとの暮らしの変化②オーナー属性別

18 

20 

24 

17 

4 

3 

9 

3 

32 

21 

28 

26 

9 

15 

28 

15 

50 

57 

47 

51 

46 

52 

62 

78 

0 

1 

1 

5 

24 

17 

1 

3 

0 

0 

0 

0 

17 

13 

0 

2 

0% 50% 100%

15 

15 

16 

7 

2 

1 

4 

2 

27 

17 

18 

13 

2 

2 

22 

7 

56 

66 

64 

70 

57 

64 

72 

86 

1 

1 

1 

7 

16 

17 

1 

3 

1 

1 

1 

4 

23 

17 

1 

2 

0% 50% 100%

21 

17 

19 

7 

2 

1 

9 

2 

19 

17 

22 

7 

3 

5 

21 

5 

59 

66 

58 

83 

82 

80 

69 

83 

0 

0 

0 

1 

5 

6 

1 

6 

0 

0 

0 

2 

9 

9 

0 

4 

0% 50% 100%

11 

8 

12 

4 

0 

0 

3 

2 

20 

15 

16 

4 

0 

1 

17 

3 

68 

78 

73 

92 

88 

91 

81 

82 

1 

0 

0 

0 

7 

4 

0 

10 

0 

0 

0 

0 

5 

4 

0 

4 

0% 50% 100%
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40 

39 

24 

18 

14 

0 

32 

0% 20% 40% 60%

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=103 ｎ=103 ｎ=103 ｎ=103 

35 36 39 49 

39 36 44 37 

19 21 28 25 

14 21 20 17 

16 15 15 13 

1 0 1 0 

34 39 28 27 

治療中、ペットの面倒を見てくれる人がいるかが不安

ペットに新型コロナウイルスが感染するのではないかが不安

治療中、ペットと離れなければいけないのではないかが不安

治療が終わっても、体調不良で今まで通りお世話が
できないのではないかが不安

収入が減って、経済的にペットを飼い続けられるかどうかが不安

その他

特に不安はない

•新型コロナ感染症に関して、ペットにまつわる不安として、最も多いのは治療することになった場合「治療中にペットの面倒を見てくれる人がいる
かが不安」「ペットに新型炉なウイルスが感染するのではないかが不安」が40％、39％と拮抗している。

• オーナー別にみると、ペットの面倒を見ること、離れなけれなならないことへの不安は猫オーナーの方が多く、面倒を見てくれる人がいるかの不安
は猫7歳以上オーナーの半数（49％）に上る。

•一方、不安はないという人は32％。

■新型コロナ禍の中でのペットに関する不安（Q26・MA）

Q26 新型コロナウイルス感染症の流行が続いたり、あなたが感染したりした場合、ペットについてどのようなことが不安になると思いますか。（いくつでも）

６．新型コロナ禍の影響
（3）ペットに関する不安

ペットが感染した時どこで検査、治療してくれ
るのか分からない。

ペットへの感染があるのかどうかすら不明で、
ペットへの感染確認手段も曖昧で、ペットに
感染していないことが確実ならば預け先は複
数あるけれど、感染していた場合、どうするか。
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0% 10% 20% 30% 40%

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=103 ｎ=103 ｎ=103 ｎ=103 

54 45 17 21

48 44 15 19 

39 45 15 14 

16 24 30 29

28 22 21 15 

29 20 18 11

26 22 14 9

16 9 13 12

1 0 3 3

23 31 39 42

Q27 新型コロナウイルス感染症が流行している現在、コロナ以前と比べて、あなたが特にペットとの暮らしの中で対策していること、
心がけていることを教えてください。（いくつでも）

ペットと外出した後は、手洗い・うがいをする。

ペットとの外出時は、マスクをつける。

ペットと外出する際は、三密を避けるようにしている

ペットを飼っている室内の換気に気を付けている

ペットが太りすぎないように心がけている

ペットの運動量が減らないように心がけている

ペットと外出した後は、ペットの体を拭いたり除菌したりしている。

自分が感染した時のペットの預け先は考えている

その他

特に対策・心がけていることはない

• ペットとの暮らしの中で対策していることで最も多いのは「ペットと外出した後は、手洗い・うがいをする」34％、次いで「ペットとの外出時は、
マスクをつける」31％「ペットと外出する際は、三密を避けるようにしている」28％となっている。

• オーナー別にみると、犬は外出が多いため、ペットとの外出に関する項目は猫に比べ非常に多く、手洗い・うがい、マスク一は4割を
超える人が対策していると答えている。

•一方、室内の換気は犬オーナーより猫オーナーの方が対策している人が多い。

■新型コロナ禍の中での対策（Q27・MA）

６．新型コロナ禍の影響
（4）ペットとの暮らしの中での対策

ペットに触る前に手を洗う（3）（猫）

加湿をするようにしている（猫）

自分の体調管理をしっかりするよう心が
けている（猫）

清潔にすることを心がけている（猫）



2017年 全 体（n=412）

2018年 全 体（n=412）

2019年 全 体（n=412）

2020年 全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

７．「ペットの健康診断の日」について（1）認知状況

48

■10月13日が「ペットの健康診断の日」であることの認知（Q29・SA）

• 10月13日が「ペットの健康診断の日」であることを知っている人は9％と約1割。昨年から今年は微増ではあるが、この４年間、認知率が上
がっている。

• オーナー別でみると、犬猫とも7歳未満のほうが認知率が高い。

■ 知っている ■ 知らない

犬
オーナー

猫
オーナー

Q28 「ペットの健康診断の日」についてお伺いします。
あなたは10月13日（じゅういさん）が、「ペットの健康診断の日」であることを知っていますか。
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７．「ペットの健康診断の日」について（2）情報源
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■「ペットの健康診断の日」の情報源（Q29・MA）

• 「ペットの健康診断の日」の情報源としては、「ＴＶ番組で」が最も多く、39％。そのほかでは、「WEBのニュースや記事で」32％、「動物病院
で」29％。

•若いペットのオーナーの方が多くの情報源に接する傾向がみられる。

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=17 ｎ=7 ｎ=10 ｎ=4 

35 29 50 50 

35 14 40 25 

35 43 20 0 

29 14 10 0 

12 14 30 25 

12 0 20 0 

18 0 0 25 

0 0 10 0 

39 

32 

29 

18 

18 

11 

11 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

TV番組で

WEBのニュースや記事で

動物病院で

ラジオ番組で

ＳＮＳ（Twitter、Facebook、
Instagramなど）で

新聞記事で

友人・知人から

その他

（認知者のみ ｎ=38）Q29 「ペットの健康診断の日」について何でご覧に（お聞きに）なりましたか。
（％）

（＊ｎ数が少ないため参考値）



2017年 全 体（n=412）

2018年 全 体（n=412）

2019年 全 体（n=412）

2020年 全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

８．「Team HOPE」について（1）ロゴマーク認知

50

■ロゴマークの認知（Q31・SA）

• Team Hopeのロゴマークを「見たことがある」は10％。昨年までの3年間、徐々に認知率が上がっていたが、今年は減少した。
• オーナー別でみると、犬猫とも7歳未満のほうが認知率が高い。

■ 見たことがある ■ 見たことはない
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Q31 あなたはこのロゴマークを見たことがありますか？



８．「Team HOPE」について
（2）TeamＨOPEの動画視聴
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■Team HOPE 動画の視聴（Q31・SA）

• Team Hopeの動画を見たことがあるという人はｚふれあいエクササイズの動画を「見たことがある」は全体では9％。
• オーナー別でみると、犬猫とも7歳未満のほうが視聴経験率が高く、犬7歳未満では15％、猫7歳未満では13％。

■ 見たことがある ■ 見たことはない

9 

15 

7 

13 

2 

91 

85 

93 

87 

98 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020 年 全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

Q31 あなたはInstagramのTeam HOPEインスタライブや、YouTubeのPECOチャンネルの「ペット
の健康診断動画」や「獣医師によるペットの健康相談セミナー動画」を見たことががありますか

犬オーナー

猫オーナー

73 

35 

30 

0% 50% 100%

InstagramのTeam HOPEインスタライブを見た

ことがある

YouTubeのPECOチャンネルの「ペットの健康

診断動画」を見たことがあ

YouTubeのPECOチャンネルの「獣医師による

ペットの健康相談セミナー動画」を見たこと
がある

(n=37)

見たことがある動画
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８．「Team HOPE」について（3）団体認知
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■ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の団体「Team HOPE（チームホープ）」の認知（Q33・SA）

• 「Team HOPE」について、「活動内容まで知っている」は3％、「名前を見た（聞いた）ことがある」は8％。合わせると認知率は11％。
•昨年までは認知度は漸増していたが、今年はやや減少した。
• オーナー別でみると、犬7歳未満の認知率が相対的に高い。

■ 活動内容まで知っている

■ 名前を見た（聞いた）ことがある

■ 知らない

Q33 あなたは、ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の団体「Team HOPE（チームホープ）」を知っていますか。



全 体（n=320）

7歳未満（n=85）

7歳以上（n=82）

7歳未満（n=74）

7歳以上（n=79）

８．「Team HOPE」について
（4）健康診断受診病院は賛同病院か
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■健康診断を受けさせた病院は、Team HOPEの賛同病院か
（Q34・SA）（複数受診の場合は直近について）

•健康診断を受けた病院が「Team HOPE賛同病院である」は6％。92％は賛同病院かどうか「わからない」としている。
•賛同病院で受けた健康診断が、「8項目のTeam HOPE健康診断」は56％。

犬
オーナー

猫
オーナー

■Team HOPE賛同病院である

■Team HOPE賛同病院ではない

■わからない
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■健康診断はTeam HOPE健康診断か
（Q35・SA）（複数受診の場合は直近について）

56 

33 

11 

0 

0% 20% 40% 60%

8項目のTeam HOPE
健康診断を受けさせた

8項目より検査項目が
少ない、健康診断を受

けさせた

8項目より検査項目が
多い、健康診断を受けさ

せた

わからない

Q34 あなたが【 】に健康診断を受けさせた病院は、Team HOPEの賛同病院でしたか。
※複数回受けさせたことがある方は最も最近の健診についてお答えください。

Q35 あなたが受けさせた【 】の健康診断は、TeamHOPE健康診
断（問診・視診・触診・聴診・血液検査・レントゲン・便検査・尿検
査の8項目の検査）ですか。※複数回受けさせたことがある方は最
も最近の健診についてお答えください。

（ｎ=28）
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7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

7歳未満
（n=103）
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８．「Team HOPE」について
（5）Team HOPE健康診断 受診意向
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■Team HOPE健康診断の受診意向（Q36・SA）

• 「Team HOPE健康診断」の説明を読んだうえで、「受けさせたいと思う」は33％。一方「受けさせたいと思わない」は13％であった。
•受診意向がない理由としては、特に猫オーナーで「健診がペットのストレスになる」という声があるほか、現状で満足・必要性を感じない、
（Team HOPE健康診断のことが）よくわからない/費用が高そう・お金をかけたくない、などがあがっている。
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■ 既に受けさせている ■ 受けさせたいと思う

■ どちらともいえない ■ 受けさせたいと思わない

■受診意向がない理由（Q37）（n=53）

Q36 Team HOPE健康診断とは、「ペットの全身状態を把握するため問診・視診・触診・聴診・血液検査・レントゲン・便検査・尿検査の8項目を検査する
ことにより、病気の早期発見と早期予防を実現する健康診断」です。このTeam HOPE健康診断を受けさせてみたいと思いますか

今の健康診断で満足 /まだ若いので心配していないから /必要がない /他にもお金がが
かるようなことが多すぎるため/独学で学びます /よく分からない（４）特になし（４）

お金がかかる/かかりつけの病院があるから/高齢だから/特に必要ないと思うので
特になし、なんとなく（４）分からない（２）

高そう（2）/猫が嫌がりそうだから/採血採尿が辛そう/逃げられる/無理に延命せずに、天
国に行って欲しいから/自然な対応でよい/まだ若いので、ここまでの検診は不要。もう少し項
目の少ない検診を受けたい/今は不要（2）/いまいち信用が出来ないから/なんとなく

高そう(2)/今のままで満足(3)/ストレスがかかる、暴れる（２）/調子が悪ければ、早期に
獣医に行くので、健康診断は不要/今は元気だから/体が弱ってから生きるのは無意味だと
思う/寿命を知れ！/よく知らない/動物病院のビジネスと思う/敷居が高そうで、大変そうだっ
たから/なんとなく(2)/必要ない(2)

Q37 Team HOPE健康診断を受けさせたいと思わない理由をお答えください。



全体（n=412）

９．ペットに関する情報源
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• ペットに関する情報を得る際の情報源としては、「動物病院」56％が最も多く、次いで「ペットを飼っている友人・知人から」が40％。
• オーナー別にみても順位は変わらないが、犬オーナー7歳以上は最も情報を入手するのは動物病院と答えた人が36％と1/3を超えている。

■ペットについての情報源 全般/最も多く情報入手（Q37・MA/Q38/SA）

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー

動物病院から

ペットを飼っている友人・知人から

TV番組から

YouTubeから

ペットショップから

WEBサイトから

Twitterから

Instagramから

トリミングサロンから

新聞記事から

ペット雑誌から

Facebookから

ラジオ番組から

その他
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■ 情報源全般MA ■ 最も多く情報入手SA
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Q37 あなたはペットについての情報を得る際に、どこからその情報を入手しますか。
Q38 前問でお答えのものの中で、最も情報を多く入手するのはどこからですか。1つだけお答えください。
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